
実業界において信越化学工業叙

で活躍され，経理・財務部門の実
務一筋で貴重な経験を積まれてき
た元常務取締役（現顧問），金児
先生が大変含蓄に富んだ著書を出
版なされた。
日本会計研究学会で評者が主査

を拝命に研究してきた特別委員会
（「連結会計基準の国際的調和」に
関する研究）においても研究者の
一員として加わってもらい，実務
界委員として貴重な研究成果を公
表いただいたことがある。
信越化学は早くから連結会計・

経営を重視され，同分野の重要人
材として活躍されていたことを存
じ上げていたからである。
金児先生は，実務体験に基づく

論文・著書を数多く出版されてい
るが，今般の「経営と企業会計」
は，それらを集約的に結晶化され
た珠玉の著書として位置づけられ
る。

＊ ＊
「いつか社長になってほしい人
のための」という頭辞を付けられ
たことからも，著者がいかに力を
込めて出版されたことを窺い知る
ことができる。
評者は学界に籍を置き，実務・

実体験には疎く，経理・財務の実
務での重要度を知ることが出来な
かったが，本書によって深い知識
が得られた。
机上の学問・研究を中心に仕事

をしてきた方には是非本書によっ
て多くを学んでもらいたい。また
実業界で奮闘されている方には，
身辺に本書を携えて学習してもら
いたい。
「社長」やトップを視野に入れて
いなくても，日常の業務活動で，
本書から多くの知恵を獲得できて
有益である。

事業（販売・製造・研究・Ｍ＆
Ａ各重要度２５）にあって，それぞ
れの分野に経理・財務が２のウェ
イトであるとの主張は，実業経験
者でないと分からない。
また「経理・財務の役割はかな

り小さいけど重要」とか，「経理・
財務担当役員は社長と組んで威張
る可能性があるが，そのような会
社は，日本経済全体をおかしくし
てしまった」等の著述は，強く関
心をそそられた。
「性悪説で考えていたら経営は
成り立たない」，「真のリーダーは，
自ら率先垂範して行動する」，
「リーダーは常に株価，為替，原
油の３与件を知っておくべき」，
「三位一体（製造・販売・研究）
が互いに切磋琢磨する」，「財産保
全の権限は経理・財務に帰属させ
金庫番としての役割を重視すべ
き」など，非常に重味がある。

＊ ＊
会計としては，「透明性」，「比

較性」，「正確性」が基礎となる。
「残増減残で経営に注目する」。
「過度の開示は競争力を弱める」。
「固定費と変動費の考え方をトッ
プは身につけておくべき」。「損益
分岐点の考え方もトップは知るべ
き」と強調される。
「ＣＦＯや経理・財務が威張る
会社は危ない」。「トップがしっか
り経理・財務の重要性を認識する
と会社は良くなる」。「月次決算を
経営判断・実行に役立てた上で，
日次経営をする」。「貸借対照表の
純資産の増大が企業価値を高め
る」。「債務超過という言葉は止め
て負債超過と言うべき」など，な
るほどと合点される。
大変硬い著書のように見受けら

れるが，「Ｃｏｌｕｍｎ」欄や，「クリッ
プ」欄を挿入し，また簡潔な文章
を書かれて，分かり易く興味をそ
そる形にまとめられたのは，著者
の力量であり，経験力でもある。
広く多くの方に本書が読まれるこ
とを祈念したい。
評者がこの原稿の執筆中に，信

越化学工業（株）の金川千尋社長が
偶然『日本経済新聞』「私の履歴
書」に連載中であった。そこでは
著者金児氏の在職中の御活躍にふ
れておられる（５月２８日刊）。
当時は常務として立派に業績を

上げられていたことが知られる。
また金川社長の「経験」「知識」
「相場観」等と並んで，適時にお
ける「実行」が重要であるとの主
張は，実業界における体験ゆえ説
得性に富んでいると納得させられ
るのである。その点を金児先生も
本書で主張されていることに注目
される。
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